
NPO法人上田市民エネルギーは、
3.11がきっかけとなって

市民もエネルギーの担い手になろう！と発足しました。

<団体概要>

名称   NPO法人上田市民エネルギー 

住所   長野県上田市

設立   2011年9月（法人格取得 2012年2月14日）

理事長 藤川まゆみ

理事  安井啓子  合原亮一  井上拓磨

正会員 239人

ミッション 『ゼロカーボンの推進による

 地域課題の解決・持続可能なまちづくり』

主な活動 市民出資型太陽光発電「相乗りくん」2011年～

教室断熱ワークショップ2020年～

持続可能なまちづくり「上田リバース会議」2021年～



太陽エネルギー豊富な上田の特性を活かして

市民出資型太陽光発電「相乗りくん」
2011年11月～

＜地域のエネルギー自給に貢献＞相乗りくんの総発電量は上田市66,000世帯の総電気消費量の約0.45％（2022年度実績）

＜事業所に貢献＞諏訪市リビルディングセンタージャパンでは太陽光発電導入による経済メリットが年間20万円
リコージャパン上田事業所はZEB Ready→Neary ZEBへ



気候変動が加速している！もっとなにかできないか！？

教室断熱ワークショップで断熱の効果を広めよう！
2020年9月～

＜地域貢献＞2020年白馬高校の生徒が寒い教室を暖かくしたいと言い出した
ことから上田市民エネルギーがコーディネートして2020年9月に教室断熱WSを
行う。翌年上田高校でもWS。これをきっかけに2022年度以降長野県の予算が
つき、年に6校がWSを実行することにつながった。全国に教室断熱改修の輪が広
がる原動力となっている。

＜更に貢献へ＞断熱WSは多くの人の協力や資金が必要で手間も時
間もかかります。初めての学校でも実行しやすいように、上田市民エネ
ルギーが中心となって県とも相談しながらマニュアル冊子を作成中です。

2020年9月
白馬高校
断熱ワークショップ(WS)
完成後の記念撮影

2021年12月上田高校WSの様子



ゼロカーボン

行政職員、議員、企業、金融機関、市民など多様な参加者
これまでに17回開催 延べ2,000人以上が参加

交通まちづくり

そもそも上田は持続可能？持続可能なまちづくりは脱炭素まちづくり

上田リバース会議 立場を超えた対話と学びの会
2021年8月～「上田をReverse逆転させて、Rebirth再生させよう！」

＜地域貢献・上田リバース会議の成果＞
〇上田市2030年CO2削減目標の高い設定（2013年比57％削減）
〇交通まちづくりをテーマの継続開催が、脱炭素先行地域の主たる事業に発展



「太陽光発電」
「公共交通」
「断熱」
で目指す

地域のゼロカーボンと
地域課題の解決

創エネも省エネも持続可能な地域づくりにつながると
発信と実行を続けていきます！

＜上田市民エネルギーの今後の展望＞
これからも『相乗りくん』が地域の太陽光発電の導入率を高め、交通や建物や産業におけるエネル
ギーをゼロカーボンに近づけていけるよう、この輪を広げていきます！
①「信州の全ての屋根にソーラーを」と目標を掲げている長野県との協働、仕組みづくりに参画。
②上田市の脱炭素先行地域事業(申請中)の共同提案者として、市民参加型で市内の公共交
通と当該エリアの脱炭素を進め、地域の課題解決につなげていく。
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